
帝王切開の場合の健康保険給付について
　第93回

　立石さん：みらいさん、こんにちは。先日、海外赴
任をしている友人のＡさんから、今度出産をすること
になったので、出産予定日の２カ月ほど前から帰国し
て、日本の病院で出産をする予定である、という連絡
を受けました。
　みらい：それはうれしいお知らせですね！
　立石さん：実は、この話には続きがありまして……。
帰国予定をとっくに過ぎているのになかなかＡさんか
ら連絡がなく心配していましたが、最近やっと連絡が
とれました。
　みらい：そうでしたか。Ａさんは今どうされている
のですか。 
　立石さん：休暇に入る直前、容態が急変したため即
時入院、帝王切開での出産となったようですが、今で
は母子ともに健康で、もうすぐ現地の病院を退院でき
るそうです。 
　みらい：それは良かった。
　立石さん：ただ、今回は急きょ現地で入院すること
になったので医療費のことが心配のようです。たしか
出産にかかる費用は健康保険の対象外と聞いています
ので、例え日本で出産しても費用面では変わらないの
かもしれませんが、やはり今回のようなケースでも全
額自費負担することになるのですよね。
　みらい：いいえ、帝王切開の場合は同じ出産でも少
し取り扱いが異なるんですよ。
　立石さん： それはどういうことですか。
　みらい： 帝王切開での出産にかかる費用は、大きく
分けて「保険診療」と「自費診療」の２つに分かれま
す。保険診療は「投薬料、処置料、手術料、入院料」
などを言い、自費診療は「分娩介助料、胎盤処理料、
文書料、新生児保育料、新生児検査料、部屋代金」な
どを言います。自然分娩も帝王切開も自費診療にあた
る部分は共通しているので、健康保険の適用はありま
せんが、帝王切開の場合は保険診療の部分について健
康保険の適用があります。
　立石さん：なるほど。例えば自己負担割合が３割の
場合、７割が海外療養費として払い戻しの対象になる
ということですね。
　みらい：その通りです。正確には、「日本国内の保険
診療として認められた治療」の場合、７割（実際に海
外で支払った医療費の方が低い場合はその額）を限度
に払い戻しの金額が決まる、ということになります。

さらに、帝王切開での出産のように医療費の自己負担
額が高額になる場合、高額療養費に該当する可能性も
あります。実際に海外療養費の払い戻し決定後、Ａさ
んの高額療養費の自己負担限度額がわかりますので、
その時点で確認してみるとよいでしょう。
　立石さん：よくわかりました。では、もう１点質問
です。Ａさんは健康保険の被保険者なので、出産育児
一時金と出産手当金を受けることができると思います
が、今回のように、予定していた産前休業の開始日よ
り前に出産した場合でも出産手当金は支給されます
か。
　みらい： はい。通常は出産予定日を基準に、産前42
日、産後56日間の産前産後休業を取得可能で、この期
間中に会社から給与の支払を受けていない場合、１日
につき標準報酬日額の３分の２にあたる出産手当金が
支給されます。しかし、Ａさんのように産前休業取得
前に出産した場合、結果として、産後56日分のみが支
給対象となります。
　立石さん：では、出産手当金に関しては、支給され
る金額がだいぶ少なくなってしまいそうですね。
　みらい：そうですね。ただ、会社からの給与の支給
状況や、有給休暇の取得状況にもよりますが、出産ま
でのご入院されていた期間について医師から労務不能
の証明を受けることができれば、傷病手当金を受けら
れる可能性があります。まずは今回の一連の給付につ
いて、Ａさんの日本の会社の担当者を通し、加入して
いる健康保険組合に詳細を確認してみるといいです
よ。
　立石さん：わかりました。いろいろな情報をありが
とうございました。
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